
 

 

2026 年 1 月 21 日 

 

【XCR スプリントカップシリーズ 第 1 戦 ／ 北海道千歳市 近郊】 
XCR スプリントカップシリーズが開幕、4 つのクラスをヨコハマタイヤ勢が制してシーズンイン!! 

 
クロスカントリーと SUV 車両で競われる「XCR スプリントカップ」は、発足から 5 年目のシーズンが開幕。2026 年 1 月 18 日(日)に

北海道千歳市をホストタウンとして開催された「第 40 回 EZO ENDLESS RALLY (主催:モータースポーツクラブ. エゾ)」におい

て、全 5 クラスのうち 4 つのクラスでヨコハマタイヤ装着車が優勝を飾る強さを見せた。 

 

昨年までは北海道内のみで開催されていたシリーズだが、人気の高まりに応えて今年は本州でも 2 戦を開催する全 7 戦のカレンダー

で競われる。これに伴いシリーズ名称からは北海道の文字が外れ、「XCR スリプントカップシリーズ」となった。またクラス区分が 5 つに再

編され、車体全高規定の改定などとあわせて参加可能な車種の幅が拡大された。 

 

参加者の半数あまりがヨコハマタイヤの「iceGUARD SUV G075」を装着して臨んだウィンターラリーは、新千歳モーターランドを拠点に

開催。SS(スペシャルステージ)は施設内に 2 ヶ所、さらに千歳市に隣接する安平町と苫小牧市の占有した公道を各 1 ヶ所加えた設

定で、苫小牧市内は 1 回、その他の SS は各 2 回を走行する全 7SS、合計距離 9.71km で競われた。 

 

競技当日は夜明け前に 2cm の降雪があったが、日中は好天に恵まれた。SS1 が始まる 9 時 30 分時点で気温は氷点下 4.7℃、

路面はアイスバーンの上に朝方の雪が載った状態だが、全体的に積雪は少なめで公道の SS は道の両脇にある雪壁が低く、舗装が顔

を出しているところも多い。圧雪、アイスバーン(氷)、そして舗装まで多種多様な路面はタイヤの性能も試される。 

 

そんな中で XC-2 クラスを 4 連覇している番場彬選手は、藤田めぐみ選手とのコンビでトヨタ・ハイラックスを駆り 5 回目のチャンピオン

獲得を目指す注目の存在。SS1「Shin Chitose A-1 (0.57km)」と SS2「Shin Chitose B-1 (0.84km)」をともにステージベス

トであがり、4.0 秒のリードを構築した。 

 

サービスをはさんで新千歳モーターランドでのリピートステージ、SS3 と 4 ではタイから参戦する Mana PORNSIRICHERD 選手／

Kittisak KLINCHAN 選手組(トヨタ・ハイラックス)が連続ステージベストを奪い、0.9 秒差をつけてトップを奪った。ヨコハマタイヤ勢同

士の戦いが白熱する展開で舞台は公道ステージへ移ったが、タイヤの空気圧を調整して臨んだ番場選手組は SS5 と 6 の「Kasuga 

(2.43km)」、そして SS7「Uenae Kita (2.03km)」という終盤 3 ステージを制して逆転、XCR のオーバーオールトップで優勝を飾っ

て幸先よいシーズンインとなった。また PORNSIRICHERD 選手組も大いに健闘を見せて準優勝、ヨコハマタイヤ勢がワン・ツー・フィニッ

シュで表彰台の主役となった。 
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XC-2 クラス優勝の番場彬選手／藤田めぐみ選手 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
XC-2 クラスのワン・ツー・フィニッシュを飾ったヨコハマタイヤ勢 



新設されたクラスのひとつである XC-2S は、浅井明幸選手／古川和樹選手組(三菱・エクリプスクロス)が SS1 をトップと 0.4 秒の僅

差で 2 位につけると、SS2 と 3 を制して逆転。SS4 はライバルの追い上げを許すも、SS5 から 3 連続ベストで優勝を決めた。 

 

 

もうひとつの新設クラスとなる XC-3S は、相原泰祐選手／上原あずみ選手組(ダイハツ・ロッキー)が全 7SS のうち 6 つのステージベス

トを奪って優勝。大塚祐樹選手／坂井義浩選手組(トヨタ・ライズ)も SS4 でステージベストを奪う走りで準優勝を飾った。また、XC-1

クラスは三菱・デリカ D:5 を駆る惣田政樹選手／猿川仁選手組が全体的に安定した走りでフィニッシュまでマシンを運び、クラス優勝と

いう結果を残した。 

 

【2026 XCR スプリントカップシリーズ 開催日程】 

ラウンド 開催日 大会名称 開催地 

第 1 戦 1 月 18 日(日) 第 40 回 EZO ENDLESS RALLY 北海道 

第 2 戦 2 月 15 日(日) 北海道ブリザードラリー 北海道 

第 3 戦 6 月 13 日(日) 第 44 回 どんぐりハチ公ラリー 秋田県 

第 4 戦 8 月 1 日(土)～2 日(日) ASAMA ATTACK 群馬県 

第 5 戦 8 月 22 日(土)～23 日(日) RALLY EAST-IBURI 2026 北海道 

第 6 戦 9 月 4 日(金)～6 日(日) RALLY HOKKAIDO 北海道 

第 7 戦 10 月 10 日(土)～11 日(日) とかち 2026 北海道 

 

・横浜ゴム モータースポーツ Facebook:https://www.facebook.com/YRCmotorsports 

・横浜ゴム モータースポーツ X:https://x.com/Yokohama_sport 

・横浜ゴム モータースポーツ Instagram:https://www.instagram.com/yokohama_motorsports/ 

※本リリース、ならびに上記 SNS に掲載している画像は、ご転載いただけます。 

このリリースに関するお問い合わせ先 

横浜ゴム（株）タイヤ消費財商品企画部戦略企画グループ 

担当:安藤 

TEL:080-9029-7840 FAX:0463-63-0561 

 
XC-2 クラス準優勝の Mana PORNSIRICHERD 選手／Kittisak KLINCHAN 選手組 

 
XC-2S クラス優勝の浅井明幸選手／古川和樹選手組 

 

XC-3S クラスの表彰式 

 
XC-1 クラス優勝の惣田政樹選手／猿川仁選手組 


